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第2次森町まち・ひと・しごと創生

総合戦略 概要版



今後、少子高齢化の進展が地域経済社会に大きな影響を与えていくことが予想されています。その中
において非常に大きな問題となっている人口減少問題に対し、森町は地域の特性を活かして対策を進
めるための計画として森町まち・ひと・しごと創生総合戦略を策定します。
森町ではこの総合戦略により、基幹産業である第一次産業の更なる躍進や担い手対策、地域活性
化対策、移住・定住の促進、さらに、結婚の希望をかなえるとともに、より一層の子育て支援の充実を図
り、高齢者の長寿へ向けて切れ目ない施策に積極的に取組むことによって、子どもから大人まで、生涯に
わたって住み続けたいと思える魅力あるまちづくりを目指します。

第２次森町まち・ひと・しごと創生総合戦略 －概要版－

森町まち・ひと・しごと創生総合戦略の基本的な考え方

基本目標３ 結婚・出産・子育ての希望をかなえるための支援を充実する

基本目標4 誰もが健康で、安心して暮らすことが出来る環境を整備する

基本目標１ 誇りある産業の更なる躍進と安定した雇用を創出する

基本目標２ 森町の魅力発信と“おもてなし”により交流を促進する

具体的施策
■地域産業の担い手対策支援

基本的方向【雇用支援】
生産年齢人口の層と幅を増やすために、地域産業のＰＲを行う機会を創出するとともに、各産業の担
い手、後継者づくりに町全体で取組むことで、森町で働きたいと思える環境づくりを進めます。

◆数値目標
・町内就業件数 ７件

基本的方向【交流人口の増大】
森町に魅力を感じ、森町で暮らすことを選択する人を増加させるため、民間企業と連携して森町の魅
力を道内外へ発信・周知するとともに、森町の交流・関係人口を増加させることで、移住・定住に結
びつけていきます。

◆数値目標
・移住者数 ２３人
・関係人口増加数 １，５００人

具体的施策
■移住・定住の促進

基本的方向【結婚・出産・子育て】
森町や近隣に住む人が結婚、妊娠・出産、子育てに対し、より前向きに考えられるような環境づくり
と一人ひとりの希望をかなえることが出来るよう、出産時や子育て時などライフステージごとに切れ
目のない総合的で多面的な支援体制の構築を推進します。

◆数値目標
・0歳から６歳までの木育実践活動参加者数 70名

具体的施策
■子育て支援

具体的施策
■地域公共交通網の形成

基本的方向【安全・安心】
森町に住む誰もが安全・安心で、快適な生活を送ることができる環境づくりをめざし、面的な地域公
共交通網形成に向けた取組みを実施します。

◆数値目標
・地域住民の主体的な公共交通運営事例 ２件

４つの基本目標と横断的な目標の基本的方向 具体的施策の数値目標

国立社会保障・人口問題研究所（社人研）による将来推計では、森町の2040年の総人口は7,970人、
2060年には3,853人となる予測となっています。森町としては、人口減少に歯止めをかけ2060年の総人口
10,000人を目標とする5カ年（2020年～2024年）計画である「森町まち・ひと・しごと創生総合戦略」に取
り組んでいきます。

人口の将来展望

森町の人口は1980年より減少の一途を辿っています。また、1995年以降は高齢人口比が年少人口比を
上回りその比率は今後も広がっていく様相を見せています。

森町の総人口と人口構成の推移（1980年～2015年）

まち・ひと・しごとの一体的な創生を図っていくために、森町の地域経済・社会の実態に関する分析
を行うとともに、「森町人口ビジョン」を基にした４つの基本目標と横断的な目標の基本的方向を定
め、具体的な施策ごとに数値目標を設定しています。

（人）

（人）

横断的な目標 多様な人材の活躍推進と新しい時代の流れを力にする

基本的方向【安全・安心】
森町全体が多様な人材の発見と活躍の場を提供する取組みを推進するとともに、持続的な開発目標
（ＳＤＧｓ）の推進に資する取組みを実施します。

◆数値目標
・ＳＤＧｓ17のゴール達成に向けた事業の実施件数 10件

具体的施策
■持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の推進


